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東日本大震災より 15 年が経ちました。 

 

私は当時、福島県いわき市に住んでおり、ケアマネジャーとして勤務しておりました。 

その後、ある自治体の公務員試験（社会人枠）で採用となり県外に居を移しました。 

そこで、ある自治体の防災を所管する部署の方に聞いた話ですが、台風のような「事前

に備えることがある程度は可能」な災害と違って、地震は予想がつかないため、基本的

には受け身にならざるをえない、という考えです。避難所の運営については市役所等の

職員（育児中や障がいがある職員などは除く）が総出であたることになっており、だれ

がどこの避難所で何を担当するか配置も定められています。しかし、震度６以上の地震

の直後であれば、交通機関の麻痺、道路の陥没などで、想定以下の稼働になると考えら

れます。消防や警察、行政機関も一般市民と同様に被災しているので、体制は弱体化し

ます。公的な支援【公助】が想定通りに運用されるまでは時間が必要です。それまでは

どうしても【自助】と【想定】が必要になります。これを読んでいる方の自宅は海から

どのくらいの距離にありますか？家具が倒れたと仮定して備蓄物を保管する場所に取り

に行くのに支障はありませんか？自家用車で移動すると仮定して、いまどのくらいガソ

リンが入っているか思い出せますか？いま、この瞬間に大地震が起きたらまず、なにを

しますか？ 

 

長々と書きましたが、私自身もハッキリ答える自信はありません。そういうものです。 

だからこそ、できる限りの【想定】は必要です。より良く生きるために健康に気を遣い

運動をしたり、食事のバランスを考えるのと同様に、生きるためには大切なことです。

だれだって生きたいでしょうから。 

 

最後になりますが、この文章はかなりマイルドな表現に留めてあります。要は被災する

というのはもっと苛烈なものなんです。命や健康だけでなく、人の尊厳にも大きく作用

します。私なんかよりつらい思いをした方はたくさんいます。 

機会があればどこかで話を聞いてください。私の体験が誰かのためになれば幸いです。 

 

【了】 

 


